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｢生体内タンパク質の分離実験｣レポート

氏名

課題: ･1)分子量マーカーサンプル①について､分子量と移動度の

関係を次の表でまとめる｡
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2)分子量の対数と移動度(Rf)を片対数グラフにプロットし関係を理解する.
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3)精製タンパク質(EF-1, ③)の電気泳動の移動度より分子量を推定せよ

(前ページの片対数グラフ上に推定した根拠も示せ) 0
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4) EF-1は､おおよそ何個のアミノ酸が連結した分子と考えられるか

(ヒント:榔娩金孟勤ま?) ｡
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5) ⑤の大腸菌の全タンパク質の種類は予想したより多かったか､少なかったか?

毎,-(/I,I 7た｡

〒トJ9tして端緒畔も教義礎盤言放壷凱て､､3とこ鏑麹舘
本年車轟と鮎ので､革匪oリ多い鳩浅.

6) (彰のサンプルで大腸菌に古細菌EF-1の遺伝子を導入したことでEF-1が

大腸菌細胞内に作られたことが確認できたか?

魂爵こきもo

7) ②のリボソームに含まれるタンパク質成分は予想より多かったか､

少なかったか?

多かつTlo

ソ軒半Gも､多くの勧丁柑尊釦仁､古忘摘路｡

8)その他､感想など

9しい99軍略鮭=机とてもよく経たC
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